
間をとりもつ仕掛け
奥出雲病院の取り組み

町立奥出雲病院 総合診療科部長・在宅診療センター長

島根大学医学部附属病院 総合診療センター

遠藤健史

ご意見、こちらまで



内科

痛み せん妄
認知症

・在宅診療
・外来
・入院

内視鏡

運動器疼痛
認知症

臨床研究
しまね総合診療センター

3 5 9 13

私の地域医療
在宅診療センター

ご意見、こちらまで

総合診療センター
町立奥出雲病院
遠藤健史



奥出雲町って
どこ？

ご意見、こちらまで



人口11,000人、高齢化率45%

病院１
開業医院 ５



町立奥出雲病院



内科４名→６名 うち４名が総合診療科

ご意見、こちらまで



内科？ 総合診療科？

内科とは、心臓・消化器・感染症などの内臓の病気を診ます。

整形外科は、運動器 をみます。
耳鼻科は、 頭頸部 をみます。
皮膚科は、 皮膚 をみます。

外科は手術をします。

総合診療科は、この全ての相談に乗ります。

ご意見、こちらまで



どんな場所にも顔出します







質問タイム3分間



ご自宅へ



総合診療科・在宅診療センター訪問へ





総合診療科看護

栄養リハビリテーション

リハビリ

栄養対策

日中活動

睡眠薬

塗布薬



目指したい姿
奥出雲町



良い、
看取り



良い看取り

https://youtu.be/GfTXF8hcYME?si=d0jszLX39SybXRwl

山梨市立牧丘病院 古屋聡先生

実父を看取る

https://youtu.be/GfTXF8hcYME?si=d0jszLX39SybXRwl


思い浮かべてみましょう

悪い看取り

不幸はそれぞれ トルストイ



思い浮かべてみましょう

死ぬには早すぎる
治せたはずなのに
一人
家族が納得していない
家族がいがみあってる
苦しい 不幸はそれぞれ トルストイ









質問タイム3分間



これからノート
Kore-kara note







棺桶

緩和ケアからの

かんおケア



役場と連携：病院の窓口

診療局
看護部
医療技術部
薬剤部
事務部

地域医療部



在宅診療センター（役場健康福祉課から異動） 和久利司さん

経営企画室 勝部和久さん



発想から実行まで...

誰かに巻き込んでもらう



巻き込まれて動く







病棟

自宅



栄養士

看護師

医師

ケアマネ

調整会議



ICF*

疾患・怪我

動ける？

そもそも？



何を届けるのか

笑顔、安心



総合診療科看護

栄養リハビリテーション



ケアマネージャー数

地域包括支援センター ４名
居宅３事業所 合計 11名



個別事例検討会
ケアマネージャーさん自由参加

毎月第３木曜 16:00〜



病い（やまい）

生活
医師
疾患名をつける
その今後の予測をする

ケアマネ
生活障害を見立てる
その今後の予測をする



よこた福祉会 白根ケアマネさんより

 独居

 家で転倒する→介護変更申請を行い、サービスを増やす提案中

状況：坐骨神経痛＋筋力低下で、振り子みたいな歩き方をする。

その理由：歩行器は羞恥心あり、使用されない。

でも、介護予防教室＋地域の活動に出ている。

もしバナ で、Key personの娘様と協議しておく。

在宅ケース検討会：2023年5月18日
※当院の担当症例について在宅サービス部門と居宅介護支援事業所で議論する会議です。

訪問サービス対応可能人数
2023年5月18日時点

・栄養 3人↓
・リハ 0人↓
・診療 2人↓
・看護 1人↓次回6月15日（木） 16：00−16：45



事実質問
From
認定NPO法人 ムラのミライ



事実質問を使う理由

物事を解決するためには、事実が必要。

なぜ？どうして？を使うと言い訳、考えが返ってくる。

問診



What

When

Who

Where

How many

Why

なにが事実でしょう？

問診



訪問サービス
医師
看護師
栄養士
療法士

ケアマネ
保健師



Copyright(Ｃ) INOUE shinichiro

ケア 環境作りと関係作り



触診・マッサージ





フィリピンの力を借りる



奥出雲の良い未来



奥出雲の良い未来のために

末梢から考える

共通の基盤を作る

巻き込んでもらう


